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琵琶湖水上バイク対策に関する要望書 

 
 私どもは琵琶湖の適正なレジャー利用を推進すべく、滋賀県琵琶湖レジャー利用適正化審議会

等の委員として、審議会に参加してきました。琵琶湖レジャー利用適正化条例（以下、琵琶湖ル

ール）により 2008 年 4 月からプレジャーボートの従来型２サイクルエンジンの使用禁止（但し

特例措置を除く）が始まっていますが、航行規制やリリース禁止も含め琵琶湖ルールが遵守され

ているかについては、大いに疑問を持っております。 
市民団体「琵琶湖市民大学」と「びわ湖自然環境ネットワーク」では、水上バイク問題を継続

調査していますが、2008 年の合同調査でも、大津市近江舞子や野洲市吉川において、琵琶湖ルー

ル適合艇確認シールが貼付されていない条例違反の従来型２サイクル艇が確認されました。さら

に吉川浄水場取水口付近でも水上バイクが暴走していました。調査中、何回か滋賀県の巡視船を

見かけましたが、県によるそれら琵琶湖ルール違反者に対する警告は確認できませんでした。ま

た、近江舞子の浜辺（県管理)の一部は付近の水上バイク関係業者が建てた常設テントや利用者の

車両に占拠された状態であり、付近に琵琶湖の不法占用で撤去命令を受けて大津市荒川や柳が崎

から撤退した業者も移動してきていました。一方、長浜港においては一部有料化のプレジャーボ

ートの県による入出艇管理が始まりましたが、チェック体制が不十分なため条例違反の従来型２

サイクル艇やナンバープレートのついていない牽引車が有料駐車場内に持ち込まれていました。 
これらのことから、琵琶湖ルールの形骸化に対して強い危機感を抱いております。また、審議会

においては水鳥等生態系への影響についての審議が乏しく、ラムサール条約に登録されている貴

重な生態系を有する琵琶湖を保全するためにも、条例の実効性の乏しい現状を鑑み、平成18年3
月の条例改正時の附帯決議をつけた議会の責任において、下記、課題について早期に必要な条例

改正すること要望します。 
 

記 
  
１．琵琶湖ルールの取締りについては警察と連携を図り、条例違反者の取締りを強化すること。

条例違反の２サイクル艇については現場での警告、退去命令を徹底すること。 

２．適正なレジャー利用を図るため、水上バイクの発着場所を限定し利用管理を行うこと。 

３．水道水源保護の観点から、水道取水口における水上バイク走行を禁止すること。 

４．水鳥等生態系への影響について審議し、条例第 12 条第１項第２号（水鳥関係）に係る航行規

制水域の再検討を行うこと。 

 

＜添付資料＞ 
・ 「環境監視」１２５号（この間の琵琶湖における水上バイク問題の動向） 
・ 平成１９年度（２００７年度）湖岸環境変遷調査（水鳥調査）報告書（第４章） 抜粋 

以上 
 



 

【平成18年条例第12号関係】 

議第30号に対する附帯決議（平成18年３月23日） 

１．知事、公安委員会および警察本部長は、一部の水域において特に水上オートバイによる迷 

惑行為が横行している状況にかんがみ、相互に連携を図り、それぞれの権限に応じて、この 

条例および河川管理、水上安全等の関係する規制の遵守徹底を図るとともに、監視取締体制 

を強化し、違反者に対しては厳正に対処すること。 

２．知事は、平成22年度までを目途として、この条例の施行の状況および水上オートバイによ 

る迷惑行為の状況を踏まえ、必要な見直し等の措置を講ずること。 

 

 


